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＜船舶燃料の低硫黄化規制対応に伴う水素需要量（増加量の概算）＞ IAE 笹倉

１　背景

　　国際海事機関第70回海洋環境保護委員会での審議結果
1)

２　検討の前提条件

　１）２０２０年の船舶燃料油の需給予測
２）



　２）水素化処理における水素消費量の原単位
３）

　　直脱（直接脱硫）と間脱（間接脱硫の概説

３　規制強化に伴い増加すると思われる国内水素需要量の概算
２０２０年における日本における低硫黄燃料需要量（Ｃ重油）
　内航船舶及び漁船向け 237 万kL/年
　外航船向け 370 　〃
　合計 607 万kL/年
水素消費原単位（増加分） 100 Nm

3
/kL とすると

水素需要量（増加分） 60,700 万Nm
3
/年

6 億Nm
3
/年
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直脱と間脱の概説（下記）及

び、右 表2 中の常圧残油脱

硫（間脱）の水素消費量 45

（出典）JOGMEC 石油・天然ガス資源情

直脱と間脱の概説（下記）及び、右 表2 中の常圧残

油脱硫（間脱）の水素消費量 45～80 Nm3/kL、
常圧残油脱硫（直脱）の水素消費量 100～250 

Nm3/kL等の情報を基に、2020年からの船舶燃料の

低硫黄化規制対応として常圧残油脱硫用として新た

に必要になる水素の需要量の原単位を 100 Nm3/kL

と設定する。


